


大規模な建築物や工作物、開発行為等は景観に与える影響が大きく、市民や事業者による景観形
成を誘導する上でも重要です。本ガイドラインは、佐倉市景観計画に基づき、建築物の建築等に
関する景観形成の基本的な考え方や配慮事項、参考となる事例をまとめたものです。別に作成し
ている佐倉市色彩ガイドラインと併せて活用することとします。

図　ガイドラインの位置づけ

第５章　景観形成推進の方策 第６章　佐倉らしい景観を共有し、伝える

推進方策編

新町地区景観形成重点区域　景観計画

図 ガイドラインの位置づけ

景観形成の基本方向を知る
佐倉市の景観特性と景観の
エリアごとの景観形成の方
針等をまとめています。

景観形成基準を確かめる
景観のエリアの特徴を踏ま
え、良好な景観形成を進め
るための基準を解説してい
ます。また、屋外広告物に
ついても基本的な配慮事項
を示しています。
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序章　佐倉らしい景観形成を目指して

第１章　佐倉市の概況

第３章　景観形成の基本理念と基本目標

第２章　景観特性と課題

第４章　景観形成の基本方針

佐倉市景観計画

現況・特性編

「佐倉市景観計画」の基本理念、基本目標及び基本方針に沿い、推進方策を補完する

理念・方針編

景観計画ガイドライン

(1) 景観計画ガイドラインの目的と活用方法
1 はじめに



図　ガイドラインを活用した事前協議・届出手続きの流れ
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●適用の対象行為

●ガイドラインの活用

表　届出対象行為

このガイドラインでは、次表に示すものについて適用の対象としています。
災害復旧事業などの緊急を要する事業、通常の維持補修や、地下構造物などの周辺景観に与える
影響がないか極めて小さい事業は、適用を除外します。なお、除外行為であっても、可能な範囲
で景観に配慮した事業の実施に努めるものとします。

このガイドラインは、建築物の基本計画や基本設計時に参照することを推奨します。また、事前
協議や景観アドバイザー会議等に活用することとします。

※１　色彩の変更には、同色の塗替を含む
※２　外観面積は、外壁の各面を指す
※３　・高さ２ｍを超える擁壁　・高さが６ｍを超える煙突　・高さが４ｍを超える広告塔、広告板、装飾塔の類
　　　・高さが８ｍを超える高架水槽、サイロ、物見塔の類　　・高さが 15 ｍを超える鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱の類
　　　・ウォーターシュート、コースターその他これらに類する遊戯施設
　　　・メリーゴーラウンド、観覧車その他これらに類する遊戯施設　　　・製造施設、貯蔵施設等

模規為行
建築物の新築、増築、改築若しくは移転、
外観を変更することとなる修繕若しくは
模様替又は色彩の変更※１

次のいずれかに該当する建築物
(1) 高さ 10 ｍ又は延べ面積が 500㎡を超えるもの
(2) 共同住宅の戸数が 10 戸以上のもの
(3) (1) (2) で外観面積の 1/2 を超える外観の変更※２

工作物の新設、増築、改築若しくは移転、
外観を変更することとなる修繕若しくは
模様替又は色彩の変更※１

次のいずれかに該当する工作物
(1) 建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）に基づく建築確認
が必要な工作物※３
(2) (1) で外観面積の 1/2 を超える外観の変更※２
(3) 高架道路・橋梁（重要景観拠点はすべて、その他の区域は延
長 20 ｍ以上又は幅員 10 ｍ以上のもの）
(4) 太陽光発電設備で太陽電池モジュール（パネル）の合計面積
が 1,00 0㎡を超えるもの（※建築物に設置する場合は、建築設
備（建築物）として扱う）

開発行為（都市計画法第 4条第 12 項に
規定する開発行為）

区域面積が 500㎡以上のもの

土石の採取その他の土地の形質の変更 区域面積が 1,000㎡を超えるもの
木竹の植栽又は伐採 区域面積が 1,000㎡を超えるもの
屋外における土石、廃棄物、再生資源そ
の他の物件の堆積

区域面積が 1,000㎡を超えるもの
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景観計画ガイドライン

事前協議

(2) 景観計画ガイドラインの適用範囲
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景観のエリア・区分 対象地 掲載頁

　　 自然・田園のエリア 市街化調整区域（河川、農地、斜面緑地、集落等） p7

市街地の

エリア

　　 商業地
駅周辺商業地（鉄道駅周辺の商業地域（志津駅のみ近隣商業地域））
近隣商業地（新町地区の商業地域、近隣商業地域（沿道商業地を除く））
沿道商業地（道路軸の沿道２５ｍにある第一・二種住居地域、準工業地域の一部、  
近隣商業地域（駅周辺商業地を除く））

p8

　　 一般住宅地 沿道商業地及び計画住宅地以外の住居系用途地域、準工業地域の一部 p9

　　 計画住宅地 宅地開発事業（５ha以上）又は土地区画整理事業等により開発された地域 p9

　　 工業地 工業専用地域（第一・第二・第三工業団地）、工業地域（熊野堂工業団地）、ちばリサー
チパーク、第二工業団地に隣接した準工業地域の一部 p10

本ガイドラインは、佐倉市の景観形成の基本理念と目標を示し、景観の特性を踏まえた景観のエ
リア・軸・拠点ごとの景観形成の方針及び景観形成基準で構成しています。
景観形成基準は、「Ａ　共通基準」と「Ｂ　個別基準」に区分され、「Ａ　共通基準」は、全ての
行為に共通する配慮事項を示しています。「Ｂ　個別基準」は、「建築物」と「工作物」、「開発行為」、
「土石の採取その他の土地の形質の変更」、「木竹の植栽又は伐採」、「屋外における土石、廃棄物そ
の他の物件の堆積」に区分し、それぞれの行為ごとに景観形成基準の解説を整理しています。
なお、建築物や工作物に屋外広告物を設置する場合は、千葉県屋外広告物条例の許可基準に加え、
屋外広告物の配慮事項を適用します。

表　景観形成基準の構成と適合対応

表　景観のエリア区分と対象

区分 行　為 掲載頁

共通基準 p14

個別基準

建築物 p17

工作物 p22

開発行為 p23

土石の採取その他の土地の形質の変更 p23

木竹の植栽又は伐採 p24

屋外における土石、廃棄物その他の物件の堆積 p24

屋外広告物の配慮事項 p26
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表　景観の軸・拠点と対象

景観の軸・拠点 対象地 掲載頁

景観の軸
　　水と緑の軸 水辺（印旛沼、台地を分ける主要な河川）とその周辺（農地や斜面緑地） p11
　　道路軸 複数の景観のエリアを結ぶ広域幹線道路 p11

景観の拠点

　　自然・田園景観拠点 里山や台地上の主要な水と緑の拠点 p12
　　歴史景観拠点 中世以降の主要な歴史的な資源、国指定文化財 p12
　　駅周辺景観拠点 商業・業務施設が一定程度集積している駅の駅前広場周辺 p12

　　重要景観拠点
　　印旛沼水辺景観拠点（印旛沼、印旛沼と関連する地域や観光・交流施設）

　　旧城下町歴史景観拠点（旧城下町とその周辺）
p13
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新町地区景観
形成重点区域 佐倉市景観条例で景観形成重点区域に指定された地区

(3) 景観計画ガイドラインの構成



図　景観のエリア
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図　景観の軸 図　景観の拠点



下総台地と印旛沼や湧水などの自然環境を背景として、古代から育まれてきた人々の暮らしや営
み、中世以降に形成された城下町や宿場などの歴史・文化資産、戦後の高度経済成長期以降の開
発などにより利便性の高い市街地が整備されたことにより、自然・田園と都市が近接するなかで、
佐倉市固有の様々な魅力を備えた景観が形成されてきました。
このように歴史・自然・文化が人々の暮らしや営みとともに融合した景観を佐倉らしい景観と捉え、
心地よい生活環境を形成し、佐倉にいつまでも住み続けたいという思いや、まちへの愛着につな
がっているものと考えています。
本計画では、かけがえのない佐倉らしい景観を、市民・事業者・行政のそれぞれが景観形成の担
い手として育みながら、次世代に大切に引き継いでいくために、基本理念を次のとおりとします。

歴史・自然・文化をつなぐ
      　　　　　みんなで育む　佐倉らしい景観　

・地域をふちどる斜面緑地の保全を図ります。
・低地に広がる水田や台地上の畑地、谷津の環境などを「ふるさとの風景」
として大切にします。
・佐倉の自然・田園風景を代表する印旛沼周辺において、佐倉ふるさと広場
や佐倉草ぶえの丘、印旛沼サンセットヒルズなど、市民が利用する施設が
集積するエリアを中心に、重点的な景観形成に取り組みます。

・城跡や遺跡、歴史的建造物などを活かし、まちの歴史的な風土の保全・継
承を図ります。
・「歴史の町佐倉」を代表する佐倉城跡や旧城下町周辺において、重点的な
景観形成に取り組みます。

・住宅地や集落地では、界隈ごとの個性を活かし、居心地が良く、住み続け
たくなる景観の維持・育成を図ります。

・商業地や工業地などの土地利用特性に応じて、良好な市街地景観の維持・
育成を図ります。

・商業地・工業地と住宅地が接する区域や、建物の用途・形態が混在してい
る区域では、オープンスペースや緑地による緩衝帯を確保することで、相
互の環境を維持し、それぞれの特性に応じた景観形成を図ります。

・魅力的な眺めや場所、湧水、地域で親しまれている巨木や古木などの景観
資源を再発見・共有し、景観の保全活用を図ります。
・祭礼などの地域の伝統行事や花の名所など、心象的な景観を共有し、大切
にします。
・景観資源を活用し、地域内や地域間の回遊ネットワークを形成します。

・市民や来訪者が佐倉の景観の成り立ちや良さを知り、体感できる機会を増
やすなど、景観への意識を育む取組みを進めます。

・地域における市民・事業者などの景観形成の取組みを育成・支援します。

①地域のまとまりを形づく
り、営農や居住環境を支え
ている自然・田園風景を継
承する

②時代の積み重ねを感じさせ
る歴史的な資源を活かす

③市街地・集落地の特性に応
じ、秩序や品格が感じられ
る景観を形成する

④地域で親しまれている景観
資源を活かし、豊かさが感
じられる地域景観を形成す
る

⑤景観への意識を育む
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(1) 景観形成の基本理念2 景観形成の基本
理念と基本目標

(2) 景観形成の基本目標
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3 景観形成の
基本方針

(1) 景観のエリア

草花の植栽などにより、集落の
景観に彩りを添える

農家住宅の長屋門や屋敷林・御神木、
生垣などの特徴的な要素を活かす

台地をふちどる斜面緑地の維持・育成

台地下の湧水と小川は、親しみやうるおいが
感じられる水辺空間として保全する

●自然・田園のエリア
○佐倉の「ふるさとの風景」として保全・育成します。
□台地をふちどる緑のつながりの継承
□親しみやうるおいある水辺景観の形成
□建築物等と自然・田園景観との調和
□穏やかな集落の景観の維持

景観形成の基本方針

■建築物等と自然・田園景観との調
和

・住宅や各種施設の建築物などは、
自然・田園エリアの場所ごとの景
観特性や集落地のスケール感に調
和したものとします。

■穏やかな集落の景観の維持
・農家住宅の長屋門や屋敷林・御神
木、生垣などの敷際の設え（しつ
らえ）など、特徴的な要素を活か
しながら、穏やかな集落の景観を
維持します。
・草花の植栽などにより、集落の景
観に彩りを与えます。

外観の色彩を暖色系でまとめ、接道部
や敷地内に高木を植栽するなどによ
り、周囲の景観と調和を図る（青菅）

農地と集落で構成された田園景観。建
築物等は、これらが持つスケール感と
調和を図る（岩名）

生垣や石積みで構成された敷際など、
特徴的な要素を活かしながら、穏やか
な集落景観を維持する（坂戸）

草花の植栽などにより、集落の景観に
彩りを与える（飯野）
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低層部にオープンスペースを確保す
るなどにより、にぎわいのある商業
地景観を形成する（市外）
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●商業地

○施設の集積を活かし、にぎわいとうるおいのある快適な
都市空間を形成します。

□秩序が感じられるまち並みの形成
□にぎわいや親しみが感じられる商業地景観の形成
□快適な歩行者空間の形成

低層部への商業施設の配置などによる
にぎわいのある商業地景観の形成

大規模な敷地における
まとまった空地や緑地の確保

主要な幹線道路沿いにおける
敷際や接道部の緑化

景観形成の基本方針

■秩序が感じられるまち並みの形成
・駅前広場周辺では、建築物の規模
や配置、外観の意匠や色彩などと
の調和を図り、秩序が感じられる
まち並みを形成します。
・主要な幹線道路沿いでは、建築物
の配置や形態、外観の意匠や色彩
を整え、敷際や接道部の緑化など
により、秩序が感じられるまち並
みを形成します。

■にぎわいや親しみが感じられる商
業地景観の形成

・駅周辺や商店街では、低層部への
商業施設の配置などにより、にぎ
わいのある商業地景観を形成しま
す。
・住宅地に隣接した近隣商業地など
では、住宅地景観との調和に努め
ながら、広場の確保や緑化の推進
などにより、親しみが感じられる
商業地景観を形成します。

■快適な歩行者空間の形成
・大規模な建築物の敷地においては、
まとまった空地や緑地の確保、歩
行者空間の創出などにより、快適
な歩行者空間を形成します。
・道路内の植栽や街路樹、民有地内
の緑化の適切な維持管理や、緑化
の推進などにより、快適でうるお
いのある景観を形成します。 道路側に空地と緑地を設け、舗装を歩

道の素材と調和させるなどにより、快
適な歩行者空間を形成する（市外）

駅周辺や商業地では、低層部に商業
施設を配置し、隣接地と壁面位置や
庇の位置等を協調することで、にぎ
わいや秩序が感じられるまち並みを
形成する（市外）

幹線道路沿道では、建物の配置や敷
際の緑化等により、秩序が感じられ
るまち並みを形成する（市外）
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●一般住宅地 ●計画住宅地

○地域ごとのまち並みの特性
を活かした住宅地景観を形
成します。

○低層を基調とした落ち着きや
うるおいが感じられる住宅地
景観を形成します。

□地域の特性を活かしたまとまり
が感じられる住宅地景観の形成
□うるおいのある住宅地景観の形成

□開発当初の住宅地景観の維持・育成
□ゆとりや品格のあるまち並みの形成

スカイラインへの配慮

敷際の緑化

大きな樹木や生垣の保全

景観形成の基本方針

●一般住宅地
■地域の特性を活かしたまとまりが
感じられる住宅地景観の形成

・建物の配置や規模、敷際の緑化や
色彩の調和などにより、住宅地と
してのまとまりが感じられる景観
を形成します。
・地域や通りのスケール感との調和
を図るため、スカイラインへの配
慮や、空地やオープンスペースと
のつながりを意識した景観を形成
します。
■うるおいのある住宅地景観の形成
・敷際や庭先、窓辺などにおいて、
可能な限り緑化に努め、うるおい
が感じられる住宅地景観を形成し
ます。
・良好な景観形成に寄与している大
きな樹木や生垣などは、可能な限
り保全します。

●計画住宅地
■開発当初の住宅地景観の維持・育成
・開発当初における景観の特性（建
築物の配置や意匠、外構の素材や
緑化など）を尊重し、一体感が感
じられる良好な住宅地景観を維持・
育成します。
■ゆとりや品格のあるまち並みの形成
・敷地規模の維持、生垣や庭先の緑
の育成などにより、住宅地として
の落ち着きやゆとり、品格が感じ
られるまち並みを形成します。

緑豊かで落ち着いた雰囲気の地域特
性を踏まえ、建物の配置や規模、緑
化や色彩の調和に配慮する（並木町）

開発当初の景観の特性を維持しなが
ら、緑を育成し、ゆとりや品格の感
じられるまち並みを形成する（染井
野）

生垣や庭先の緑の育成などにより、住
宅地として落ち着きやゆとりが感じら
れるまち並みを形成する（宮ノ台）

良好な景観形成に寄与している樹木を
保全し、うるおいある住宅地景観を形
成する。また、歩行者空間を設ける等
により、地域に親しまれた空間を創出
する（市外）
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●工業地

○街路樹と敷地内の緑化が一体となった緑豊かな工業地
景観を形成します。
□工業地としてのまとまりがある景観の形成
□うるおいのあるまち並みの形成
□周辺と調和した景観の形成

開発当初における建築物の形態意匠、
外構、敷地内の緑化などを継承

街路樹や道路の植栽が一体となった、
ゆとりあるまち並みの形成

街路樹や道路の植栽が一体となった、
ゆとりある街並みの形成

工業施設の形態や意匠は、
周辺の緑地との調和を図る

景観形成の基本方針

■工業地としてのまとまりがある景
観の形成

・開発当初における建築物の規模や
配置、意匠や色彩、外構の素材、
敷地内の緑化などを継承し、一体
感が感じられる良好な工業地景観
を維持・形成します。

■うるおいのあるまち並みの形成
・建物のセットバックと空地の確保、
敷際や敷地内の十分な緑化により、
街路樹や道路の植栽とが一体と
なった、ゆとりあるまち並みを形
成します。

■周辺と調和した景観の形成
・工業団地周辺の緑地と、工業施設
の形態や意匠などの調和を図りま
す。
・熊野堂工業団地や準工業地域では、
工業施設と住宅地の適正な配置に
努めながら、近接する住宅地に対
して、建築物のセットバック、空
地や緩衝帯（緑地）の確保などに
より、相互に良好な環境を維持・
育成します。

開発当初の建築物の規模や敷地内緑化
を継承し、良好な工業地景観を維持す
る（大作）

敷地内の緑化と街路樹が一体となり、
ゆとりあるまち並みを形成する（大
作）

工業施設の形態や規模は、周辺の斜面
緑地と調和を図る（市外）

隣接する住宅地に対して、空地や緑地
を確保し、相互に良好な環境を維持・
育成する（市外）



(2) 景観の軸
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臼井駅付近の幹線道路

鹿島川と斜面緑地
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広がりのある水辺と田園景観

眺望点の確保

沿道の農地や斜面緑地などの自然・
田園景観と調和したデザインとする

周辺の土地利用や自然・田園景観への配慮をすることで、
道路軸としての一体性を確保する

斜面緑地、水辺の緑の維持・育成
緑の軸として形成

市民が楽しめる散歩道、親水空間づくり
河川や橋りょうは一体感のあるデザインに

建物のセットバックや敷地内の緑化
等により、後背の斜面緑地の連続性
を担保し、地形が生み出す視覚的な
変化を楽しめるように配慮する

●水と緑の軸

●道路軸

○水辺、農地や谷津、斜面緑地が一体となり、「ふるさと
佐倉」の骨格となる田園景観を維持・形成します。

○自然・田園景観と調和した沿道景観を維持・形成しま
す。また、成田街道では、沿道に残る歴史的な資源を
活用しながら、趣や懐かしさが感じられる景観を形成
します。

□広域的な水辺・田園空間のネットワーク強化
□台地をふちどる緑をつなげる
□一体性の感じられる水辺等のデザイン
□建築物などと自然・田園景観との調和
□市民等が親しめる場の形成

□自然・田園景観など周辺の景観を引き立て、一体感の感じられ
るデザイン
□土地利用に応じ、まち並みの連続性に配慮した沿道景観の誘導
□街道の「カタチ」の継承
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旧堀田邸

(仮称 ) 佐倉西部自然公園
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自然に親しみ学ぶ場として活
用し、そこに生息する生物の
環境とともに継承する

拠点施設周辺も含めて、景観の調和や一
体性を大切にし、広がりやつながりが体
感できる自然・田園景観の形成を図る

歩行者目線の空間整備による、にぎわいや歩行者目線の空間整備による、にぎわいや
親しみが感じられる商業地景観の形成親しみが感じられる商業地景観の形成 低層部への商業施設の配置低層部への商業施設の配置

(3) 景観の拠点

●駅周辺景観拠点

散策やネットワークの道づくり

自然・田園景観を見渡せる
眺望の場を活用する

町割りなどの歴史的な
環境の継承

地域の個性となっている古い
民家や産業などを守り、育む

歴史的な資源などの学歴史的な資源などの学
びの場として活用するびの場として活用する 周囲の修景やサインの設置周囲の修景やサインの設置

などにより視認性を高めるなどにより視認性を高める

○市民共有の「ふるさとの風景」として末永く維持育成してい
きます。

○拠点ごとに景観資源などを活かし、落ち着いた佇まいや懐か
しい雰囲気が感じられ、地域のシンボルとなる歴史的な景観
を形成します。

○商業・業務機能の集積を活かし、各地域の玄関口にふさわし
いにぎわいや活力が感じられる景観を形成します。

□佐倉の自然・田園景観の特徴やかけがえのなさを伝える景観の継承・活用
□自然・田園に親しむ拠点としての景観づくり

□歴史を伝える環境の継承、懐かしさや趣が感じられる景観の形成
□地域の個性となっている古い民家や産業などの活用
□歴史的な資源等の保全・活用

□各地域の玄関口にふさわしい顔づくり
□にぎわいや親しみが感じられる商業地景観の形成

●自然・田園景観拠点

●歴史景観拠点
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佐倉ふるさと広場

佐倉城址公園
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対象区域

佐倉ふるさと広場、印旛沼サンセットヒルズ、佐倉ふるさと広場、印旛沼サンセットヒルズ、
佐倉草ぶえの丘などの回遊性を高める佐倉草ぶえの丘などの回遊性を高める

印旛沼サンセットヒルズや京印旛沼サンセットヒルズや京
成本線の車窓など、主要な視成本線の車窓など、主要な視
点場からの眺望への配慮点場からの眺望への配慮

印旛沼沿いの桜並木やポプラの木など印象的な景観や、印旛沼サイクリング印旛沼沿いの桜並木やポプラの木など印象的な景観や、印旛沼サイクリング
ロード周辺は、佐倉ふるさと広場との連続性を強化するロード周辺は、佐倉ふるさと広場との連続性を強化する

斜面緑地の連なりの維持・保全斜面緑地の連なりの維持・保全

印旛沼サンセット印旛沼サンセット
ヒルズ、野鳥の森ヒルズ、野鳥の森

佐倉草ぶえの丘、佐倉草ぶえの丘、
市民の森市民の森

佐倉ふるさと広場周辺佐倉ふるさと広場周辺

○広い水面と周囲に水田が広がる明るく開放的な景観を維
持しながら、水辺の親水性と佐倉ふるさと広場の拠点性
の向上などにより、佐倉を印象づけるシンボル的な景観
を形成します。
□水辺と農地、斜面緑地により形づくられた景観構造を守り、
育む

□印旛沼への眺望を活かし、整える
□四季を楽しむ拠点として整え、育てる

対象区域

○武家地（宮小路町周辺）や町人地（新町周辺から本町）
などにおける趣のある佇まい、地域の周辺をふちどる
斜面の緑など、自然と共生してきたまちの雰囲気を活
かし、歴史の積み重ねの中で継承されてきた文化が感
じられる景観を形成します。

□「城下町佐倉」の玄関口にふさわしい駅前の顔づくり
□自然資源や歴史的な資源を守り、活かす
□区域内の回遊性を高める

城下町佐倉の玄関口として
風格ある駅前景観の形成

斜面緑地や、地域のランドマークと
なっている樹木などの保全

資源や良好な眺望点、坂道等を活かした
散策ルートの設定やルート沿いの環境整備

佐倉城跡や武家屋敷通り、新町周辺など
の個性的な界隈における回遊性の向上

京成佐倉駅周辺京成佐倉駅周辺

ＪＲ佐倉駅周辺

新町周辺新町周辺

佐倉城跡佐倉城跡
武家屋敷武家屋敷

旧堀田邸・庭園旧堀田邸・庭園

●旧城下町歴史景観拠点

●印旛沼水辺景観拠点

（重要景観拠点）

（重要景観拠点）



地区計画や建築協定等の制度
を活用している地区（染井野）

印旛沼サンセットヒルズから
印旛沼への眺め

旧馬渡宿周辺（馬渡）

集落の緑のふちどり（江原新
田）

佐倉城下町内にある武家屋
敷通り（宮小路町）

谷津田の風景（岩富）

中高層住宅が混在する一般住
宅地（成田街道沿い・臼井台）

舟戸大橋から印旛沼を見た風
景

■佐倉らしさを感じさせる景観

●低地の水田、台地の畑地、台地にひだを刻む谷津
●緑のふちどり（斜面、集落、市街地）

●近世から歴史を重ねてきた佐倉城下町
●懐かしい雰囲気が感じられる宿場や城跡周辺

●低地と台地の関係がつくり出す多様な眺め
●地域の人々や来訪者に愛されてきた眺め

●住宅都市としての市街地形成
●まち並みのルール、住民による景観形成活動

●佐倉市の地形や都市の成り立ちを踏まえ、主な景観特性として、次の４つを掲げます。

図　佐倉市の地形的特徴のイメージ
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●地形は、標高３０～３５ｍの下総台地と印旛沼低地
で構成されており、台地は北から南へ向かうほど
徐々に高くなっています。

●水系は、鹿島川、手繰川、小竹川など、市内の水
系の多くが印旛沼に注いでいます。下総台地では、
鹿島川と手繰川からの支流が樹枝状に広がり、台
地を侵食して大小の谷を刻み、谷津を形成するこ
とで、複雑かつ特徴的な地形を生み出しています。

●これらの河川は、下総台地の湧水を水源としてお
り、台地の裾や谷津周辺には多くの湧水地が認め
られます。

■佐倉市の地形・水系 図　佐倉市の地形

4 景観形成基準
（共通基準）

集落

谷津

台地の畑地・集落

低地の水田
斜面緑地

斜面緑地

住宅市街地

川と低地、斜面緑地が地域の境界を形成
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景観形成基準の解説

■自然的要素との調和
○地形や田園の緑、水辺、一団の農
地など、周辺の自然的要素との調
和に配慮する。

○景観の軸となっている水辺や斜面
緑地の連続性を損なわないように
配慮する。

○緑化や水辺空間の創出などによ
り、地域景観の向上を図る。

■景観資源への配慮
○文化財（指定・登録）や名木・古
木※、佐倉市市民文化資産等の地
域の景観資源と調和した、配置や
規模、形態意匠とする。

※佐倉市名木・古木・樹林・草地等に選定さ
れたもの

○主要な視点場からの眺めに配慮し
た配置や規模、形態意匠となるよ
う配慮する。

※ｐ16に景観資源と眺望の現状を掲載

■地域性との調和
○景観のエリアや拠点の景観特性や
まち並みと調和し、景観形成の方
向性に整合した配置や規模、形態
意匠とする。
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建築物の高さを抑えたり、分節化など
の工夫により、斜面緑地への眺めを視
覚的に確保したイメージ

建築物により斜面緑地への眺めが損ね
られているイメージ

外観や低層部の設えを協調するなど
により、にぎわいが感じられるまち
並みを形成している例（市外）

建物の配置や外壁の素材、外構など
を協調することで、落ち着きやうる
おいのあるまち並みを形成している
例（市外）

周辺の自然的要素との調和や背景の
斜面緑地の連続性を損なわないよう
配慮した例（表町）

斜面緑地に配慮するとともに、水辺
空間を創出するなどにより、地域景
観の向上を図った例（染井野）

印旛沼サンセットヒルズなどの主要
な視点場からの眺めに配慮した配置
や規模、形態意匠が求められる例（飯
野町）

武家屋敷など、文化財などの地域の
景観資源の周辺では、これらと調和
した配置や規模、形態意匠が求めら
れる例（宮小路町）
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■景観資源の分布

■眺望の例

※本図は、地区別懇談会のご意見などをまとめたものです　
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●佐倉市には、地域で親しま
れている歴史的建造物、谷
津や湧水、巨木や古木、そ
れらが連なるまち並みや樹
林地、印象的な眺望などが
存在しています。
●これらは、地域の景観に個
性をもたらし、見る人に安
らぎやうるおいを与えると
ともに、ランドマークであっ
たり、地域の成り立ちを知
る手がかりを与えてくれる
など、大切につくり、守り、
育てるべき重要な景観資源
です。

●低地と台地の関係により、
空間的な視界の広がりや坂
道からの景観の移り変わり
など、変化に富んだ眺めが
つくり出されています。

●眺望の視点場は、見晴らし
が良い台地の端や公的施設
の上層階、小高い位置にあ
る橋上などが挙げられま
す。

●眺望の対象は、印旛沼や田
園、市街地のまち並みなど
のほか、富士山なども挙げ
られます。

4 

景
観
形
成
基
準
（
共
通
基
準
）



景観形成基準の解説

■配置等
□全市共通
○通りに面する部分やエントランス
の周辺では、まちなみにアクセン
トを与え、ゆとりやうるおい、親
しみのある空間の創出に努める。

　例）・空地などのオープンスペー
スを確保する。

・植栽や門、照明などを一体
的にデザインする。

・シンボルとなる樹木などを
植栽する。

エントランス周辺や駐車場の外周を植
栽し、まち並みにゆとりやうるおいを
与えている例（市外）

●景観形成基準は、建築物の配置や形態意匠等で構成
しており、意匠は、外壁・外観や色彩・素材等の
部位ごとに示しています。

17Landscape Guidelines for Sakura City　　　　佐倉市景観計画ガイドライン 　

5 景観形成基準
（個別基準：建築物）

■スカイライン
・隣接地や周囲との関係を踏ま
えた屋根の形態や意匠を対象
とします

■配置等
・人や車の動線、隣接地の壁面の位置と
の関係性等を踏まえた配置とします

■外壁・外観
・建築物の外壁のうち、特に道
路から望見できる範囲を重視
します

■建築設備・太陽光発電設備等
・建築物に付属するものと敷地
内の単独で設置するものの双
方を対象としています

■車庫・駐車場
・建築物に付属するものを基本としてい
ますが、青空駐車場も対象とします

■色彩・素材
・外壁と屋根の基調色を定めて
います

■外構・緑化
・敷地外周の外構・緑化のうち、
特に道路から望見できる範囲
を重視します

■景観形成基準（個別基準：建築物）の概要

建物のエントランス周辺に低中木を植
栽している例（市外）

商業施設のエントランスにシンボルと
なる高木を配置した例（市外）

オープンスペースを確保し、まち並み
にゆとりやうるおいを与えている例
（市外）

５ 

景
観
形
成
基
準
（
個
別
基
準
：
建
築
物
）



周辺の樹林を分断しない配置や規模と
した例（市外）

景観形成基準の解説

■配置等
□印旛沼水辺景観拠点、水と緑の軸
○ふるさと広場や主要な橋梁（竜神
橋、舟戸大橋）、印旛沼サンセッ
トヒルズから、印旛沼の沼面や斜
面緑地への眺めに配慮した規模や
配置とする。
○鉄道の車窓から印旛沼の沼面への
眺めに配慮した規模や配置とす
る。

□道路軸
○壁面後退による空地の確保など、
歩行者にゆとりや安らぎを感じさ
せる空間となるように配慮する。
○成田街道沿いの宿や城下町が形成
された区間では、壁面の位置を協
調させ、まち並みの連続性に配慮
する。
○道路からの見え方に配慮した配置
や規模、形態意匠とする。

■スカイライン
□全市共通
○勾配屋根が多い地区では同様の意
匠を採用するなど、周辺のまち並
みに見られる意匠を採り入れ、落
ち着いたスカイラインを形成する
よう努める。
○周辺のまち並みや斜面緑地から著
しく突出しないように配慮する。

□水と緑の軸
○斜面緑地や周辺の樹林地を大きく
分断させない配置や規模とし、斜
面緑地のスカイラインを維持す
る。

斜面緑地から著しく突出しないように
配慮した施設の例（市外）

斜面緑地から突出しない形態・意匠と
し、自然・田園景観との調和を図った
例（市外）
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幹線道路に面する部分を緑化し、駐輪
場を通りからセットバックした商業施
設の例（市外）

低層部の意匠や壁面の位置を協調し、
まち並みの連続性に配慮した例（市外）

外壁の一部に自然素材を活用し、落
ち着いた色彩とするなどにより、斜
面緑地との調和を図った例（市外）

軽快なスカイラインとしたり、敷地内
にオープンスペースを確保するなどに
より、親しみのある空間を創出してい
る例（市外）

５ 

景
観
形
成
基
準
（
個
別
基
準
：
建
築
物
）

斜面緑地への眺めに配慮した規模や配
置とした例（市外）



景観形成基準の解説

■外壁・外観
□全市共通
○長大な壁面を持つ外壁は、圧迫感
の軽減を図る。
例）・壁面に凹凸を付ける。
・部材や色彩・素材などで分
節化する。

○壁面の位置は、まち並みの連続性
を損なわないよう工夫する。
例）・低中層部の壁面の位置は隣

接地と協調し、高層部は壁
面を後退させる。
・高層建築物は、通りに面
して空地などのオープンス
ペースを確保する。

□商業地
○開放感のあるしつらえとし、歩行
者空間の確保、花や緑による店先
の演出を図る。

□旧城下町歴史景観拠点
○駅周辺では、城下町の玄関口にふ
さわしい形態意匠を採り入れた
り、地域の歴史や文化が感じられ
るような店先の演出を図る。

外壁を雁行させた例

外壁を分節した例

●圧迫感を軽減させるためには、建物を複数に分け、雁行させ
たり分節化させるなどの手法があります。

壁面に凹凸を付けたり、接道部に生垣
を設けるなどにより、うるおいのある
まち並みを形成している例（市外）

■圧迫感の軽減の例

地域の歴史や文化が感じられるような
店先の演出が図られた例（市外）

外壁を分節し、敷地の外周を緑化する
ことにより、圧迫感の軽減を図り、う
るおいを与えている例（市外）
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開放的な開口部の店舗の店先を草花や
植栽で演出した例（市外）

５ 

景
観
形
成
基
準
（
個
別
基
準
：
建
築
物
）



景観形成基準の解説

■建築設備等
□全市共通
○建築設備や屋外階段、ごみ置き場
などは、まち並みの連続性を分断
しないよう工夫する。
例）・建築物と一体的な意匠とす

るなどにより、目立たない
ようにする。
・道路から直接望見できない
位置に配置する。
・緑化やルーバーなどによる
修景を行う。

■太陽光発電設備（建築物に付属す
る場合）

□全市共通
○建築物に付属する太陽光発電設備
は、周辺の景観と調和を図り、道
路や眺望点などからの見え方を軽
減するよう工夫する。
例）・太陽光発電設備の高さをで

きる限り低くしたり、建築
物の最上部（勾配屋根の頂
部）を超えないようにする。
・太陽光発電設備をルーバー
などにより修景する。
・太陽電池モジュール（パネ
ル）は、低明度かつ低彩度
の色彩や、反射が少ない素
材とする。
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通りに面する設備をベランダと同様の
デザインのルーバーにより修景した例
（市外）

ごみ置き場の周囲を植栽により修景し
た例（市外）

通りに面したバルコニーの内部が望見
できないようにルーバー等で修景した
例（市外）

■建築設備や太陽光発電設備の修景の例

施設の屋上に建築設備等を設置し、
周囲から直接見えている例

施設の屋上の建築設備等をルーバー
や植栽により修景し、周囲からの見
え方を軽減している例

歩道に面した建築設備をルーバーによ
り修景した例（市外）

５ 

景
観
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別
基
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：
建
築
物
）



景観形成基準の解説

■車庫・駐車場
□全市共通
○車庫や駐車場は、まち並みの連続
性を分断しないよう工夫する。
例）・道路から直接望見できない

位置に配置する。
・緑化により周囲を修景する。
・駐車スペースを緑化する。
・駐車場の出入口を集約する。
・立体駐車場は建築物と一体
的な形態意匠とする。

■色彩・素材
□全市共通
○まち並みの連続性やまとまりを損
なわないよう配慮し、別表（25
頁参照）に掲げる基準に適合させ
る。
○けばけばしい色彩を避け、暖かみ
のある落ち着いた色彩とする。
○敷地内に複数の建築物がある場合
は、相互に色彩の統一を図る。
○ガラスなどの光沢のある素材の多
用を避け、地域で多く用いられて
いる素材の活用を図る。

□商業地
○アクセントとなる色彩は、低層部
においてにぎわいの創出を用いる
場合に活用する。

■外構・緑化
□全市共通
○敷地の外周に低木や高木を植栽
し、緑豊かな外観となるよう工夫
する。
○敷地の外周にフェンスを設ける場
合は、落ち着いた色彩とする。
○道路側の空地の舗装は、隣接地や
公共空間で用いられている素材と
の調和に配慮する。

立体駐車場の通りに面した側面を植栽
とルーバーで修景した例（市外）

複数の建築物の外壁の色彩を暖かみの
ある落ち着いた色彩とした例（市外）

■色彩の統一の例

敷地内の複数の施設は、相互に色彩の統一を図る
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敷地の外周を茶系のフェンスと中高木
の植栽により、緑豊かな外観となるよ
う工夫した例（市外）

通り沿いやエントランス周辺を低中木
で植栽している例（市外）

駐車場の出入口を集約し、緑化により
その周囲を修景した例（市外）

敷地内の複数の施設を
相互に色彩を統一した例

建築物の部位ごとに同系色の色彩を用
いた例（市外）

５ 

景
観
形
成
基
準
（
個
別
基
準
：
建
築
物
）



■擁壁
□全市共通
○擁壁は、無機質な仕上げを避け、
圧迫感の軽減を図る。
例）・石張りや自然石風の化粧型

枠による自然の風合いとな
るような仕上げとする。
・植栽による修景や法面の緑化
などによる仕上げとする。
・設置位置を道路から後退さ
せる。
・擁壁に勾配をつける又は階
段状の形態とする。

■太陽光発電設備
□全市共通
○太陽光発電設備は、周辺の景観
と調和を図り、道路や眺望点な
どからの見え方を軽減するよう
工夫する。
例）・敷地境界からできる限り後

退させる。
・太陽光発電設備の高さをで
きる限り低くする。
・太陽光発電設備を植栽や
ルーバーにより修景する。
・太陽電池モジュール（パネ
ル）は、低明度かつ低彩度
の色彩や、反射が少ない素
材とする。
・緑の連続性や農地の集団性
を損なわない配置とする。

■上記以外の工作物
□全市共通
○周辺景観との調和を図る。
例）・緑の連続性を損なわない配

置とし、長大な擁壁や法面
が生じないようにする。
・敷地の周辺を緑化し、緑の
連続性を確保する。
・形態や意匠を簡素化し、周辺
への圧迫感を軽減させる。

■色彩
□全市共通
○まち並みの連続性やまとまりを
損なわないよう配慮し、別表
（25頁参照）に掲げる基準に適
合させる。

○けばけばしい色彩を避け、暖かみ
のある落ち着いた色彩とする。

○敷地内に複数の建築物や工作物
がある場合は、相互に色彩の統
一を図る。

擁壁の形態を階段状にすることで、
地形の改変を最小限に留め、圧迫感
の軽減を図った例

(1) 工作物

景観形成基準の解説
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敷地の外周を低中木により植栽し、道路からの
見え方を軽減している例

敷地外周を緑化し、周辺の緑地との調
和を図っている例（市外）

大規模な工作物の色彩を自然環境と調
和させた例（市外）

6 景観形成基準
（個別基準：工作物他）

■太陽光発電設備の道路からの見え方の軽減例

■擁壁の形態の例



(2) 開発行為

景観形成基準の解説

■土地の形状及び緑化
□全市共通
○大規模な地形の改変を避け、長大
な法面や擁壁が生じないよう配慮
する。やむを得ない場合は、地域
の植生に配慮した法面の緑化に努
める。

○敷地内の歴史的な資源、良好な樹
林、樹木、水辺などは、できる限
り保全する。

○擁壁を設ける場合は、工作物に示
す基準に適合させる。

□新町地区
○敷地内に、歴史的な資源や残すべ
き緑がある場合は、これらをでき
る限り保全・活用する。

○できる限り現況の地形を活かすよ
うに努める。

(3) 土石の採取その他の土地の形質の変更

景観形成基準の解説

■土地の形状及び緑化
□全市共通
○大規模な地形の改変を避け、長大
な法面や擁壁が生じないよう配慮
する。

○台地の縁辺部の緑地はできる限り
保全する。

○敷地内の歴史的な資源、良好な樹
林、樹木、水辺などは、できる限
り保全する。

○道路や公園、河川などの公共の場
所から望見できる場合は、敷地の
周囲の植栽又は景観に配慮した塀
などの設置による修景に努める。

○採取後の法面などは、地域の植生
に配慮した緑化に努める。

□新町地区
○敷地内に、歴史的な資源や残すべ
き緑がある場合は、これらをでき
る限り保全・活用する。

○できる限り現況の地形を活かすよ
うに努める。

＊新町地区の建築物・工作物の景観形成基準の解説は、別途発行している「新町地区景観ガイドライン」をご参照ください。
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地形を活かした造成とし、法面や擁壁の規模を抑えた例

造成を最小限度に留め、
法面の緑化を積極的に推
進した例

斜面緑地の上部の樹木を
残し、緑のつながりや連
続性に配慮した例

■土地の形質の変更に配慮した例

■地形の改変を抑制した造成の例



(5) 屋外における土石、廃棄物その他の物件の堆積

景観形成基準の解説

■堆積の方法、遮へい
□全市共通
○堆積物は敷地の中央部に整然と積
み上げ、高さをできる限り抑える。

○道路や敷地の外周にはできる限り
空地を確保し、道路に面した位置
は植栽や塀などの設置による修景
に努める。

□印旛沼水辺景観拠点、
　旧城下町歴史景観拠点　
○印旛沼や歴史的な景観資源などと
一体的に見える位置に堆積しない
よう配慮する。

□新町地区
○堆積物の高さはできる限り低く抑
え、位置や修景などにより、通
りから直接見えないように工夫す
る。

(4) 木竹の植栽又は伐採

景観形成基準の解説

■植栽・伐採
□全市共通
○植栽は、周辺の植生に配慮した樹
種とする。

○伐採は、必要最小限の規模に抑え、
緑のつながりやまとまりなどに配
慮する。

○樹種、樹齢、樹形などを考慮し、
価値の高いもの、地域のシンボル
として親しまれているものはでき
る限り保全する。

□印旛沼水辺景観拠点、
　旧城下町歴史景観拠点
○斜面緑地の連続性を損なわないよ
う配慮する。

□新町地区
○伐採は必要最小限に抑え、地区の
景観を著しく損ねないように努め
る。

○斜面緑地での伐採はできる限り避
け、周辺の緑との連続性やまとま
りに配慮する。（住宅区域）
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堆積物を敷地中央部に積み上げ、周辺を植栽により
修景した例

伐採規模を最小限に抑えた例

斜面緑地の上部の樹木を残し、緑の
つながりや連続性に配慮した例

斜面緑地の下部の樹木を残し、
歩行者等の視点に配慮した例

■規模を抑え、緑のつながりに配慮した伐採の例
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■土石、廃棄物その他物件の堆積の配慮例



別表　色彩基準

※外壁（外装）及び屋根各面の１/５未満の面積については、上記以外の色彩を用いることができる。ただし、高さ１０ｍまたは３階
以下のいずれか低い方で用いることを基本とする。

○レンガやガラスなど意図的な着色を施していない素材本来の色彩のものや、景観資源として定着しているもの、他法令で色彩が規定
されているものについては、協議を経て色彩基準の適用を受けないことができるようにする。

＊色彩基準の解説の詳細は、別途発行している「佐倉市色彩ガイドライン」をご参照ください。
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R（赤）系の色相

YR（黄赤）系の色相

Y（黄）系の色相

GY（黄緑）系の色相
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BG（青緑）系の色相

B（青）系の色相

PB（青紫）系の色相

P（紫）系の色相

RP（赤紫）系の色相

凡例

建築物の屋根の基調色

建築物の外壁の基調色
工作物の外装の基調色

適用部位 色相 明度 彩度
建築物の外壁の基調色

工作物の外装の基調色

Ｒ系、ＹＲ系、Ｙ系 － ６以下

上記以外の色相 － ２以下

建築物の屋根の基調色 全色相 ７以下 ６以下
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屋外広告物は、良好な景観形成を推進する上で重要な要素であることから、建築物や工作物の形

態意匠などにあわせ、適切な誘導を図ることが求められます。

そのため、千葉県屋外広告物条例に基づく許可が必要な屋外広告物や、景観法に基づく届出対象

行為に該当する建築物・工作物に付属する屋外広告物は、千葉県屋外広告物条例に基づく許可基

準に加え、次頁に示す配慮事項に基づき良好な広告景観の形成に努めましょう。

■屋外広告物の配慮の例

【自然・田園エリア】

【市街地エリア（商業地）】

複数の店舗の広告物を集約化している
例 (市外）

幹線道路沿道で、自然・田園景観との
調和に配慮するため彩度を抑え、複数
の広告物を集約した例 (市外）

周辺景観との調和に配慮するためコー
ポレートカラーと地色を反転させた例
(市外）

外壁の素材と調和し洗練されたデザイ
ンとした広告物の例 (市外）

周辺の住宅地や街路樹等との調和に配
慮した広告物の例 (市外）

幹線道路沿いで自然素材と組み合わせ
た品格を感じさせる広告物の例 (市外）

※上の写真は、周辺の景観に配慮している例を示すものであり、企業等を宣伝する目的ではありません

屋上広告物を切り文字にし、背景の山
並みへの眺めに配慮した広告物の例
(市外）

周辺の自然・田園景観との調和に配慮
し、屋上等に広告物を設置していない
工業団地の例 (市外）

自然・田園景観との調和に配慮し、彩
度を抑えた広告物の例 (市外）
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種別 配慮事項
屋上広告物 ○広告物は切り文字とするなど、主要な眺望点からの眺めに配慮した形態意匠とする。

壁面利用

広告物

○可能な限り低層部に表示するなど、歩行者への視認性を確保するとともに、にぎわいの

創出を図る。

○建築物の上部に表示する場合は、切り文字とするなど、主要な眺望点からの眺めに配慮

した形態意匠とする。

○建築物の外壁面との調和に配慮した色彩や素材とする。
突き出し

広告物

○広告物は敷地内に収めるなど、まち並みへの影響を最小限度とする。

○建築物の外壁面との調和に配慮した色彩や素材とする。

独立広告物 ○建築物と一体となった形態意匠とする。

○単独で設置する場合は、可能な限り自家用としたり、過剰な形態意匠とならないように

する。

種別 配慮事項
自然的要素

との調和

○地形や自然・田園の緑、水辺、一団の農地などの周辺の自然的要素と調和した、位置・規模、　

形態意匠となるように工夫する。

○幹線道路や鉄道の車窓から見て、景観の軸となっている水辺や斜面緑地の連続性を損な

わないようにする。
景観資源への

配慮

○文化財（指定・登録）や名木・古木※、佐倉市市民文化資産等の地域の景観資源と調和した、

配置や規模、形態意匠とする。

　※佐倉市名木・古木・樹林・草地等に選定されたもの

○主要な視点場からの眺めに配慮した位置・規模、形態意匠となるように工夫する。
地域性との

調和

○景観のエリアや拠点の景観特性やまち並みと不調和とならないような規模とする。

○景観の軸での行為は、道路や鉄道（車窓）からの見え方に配慮した位置・規模、形態意

匠となるように工夫する。
建築物との

一体性等

○建築物の外観の形態意匠、色彩、素材などとの調和を図る。

○建築物に掲出された広告物相互の調和を図る。
過度な表現等

の抑制

○屋外広告物の数や面積は必要最小限とし、複数の広告物は、集約化・集合化する。

○地色は彩度を抑え、使用する色数は必要最小限とする。

○照明は、光源の種類、位置、照明方法などを工夫し、過剰な光の散乱を防止するとともに、

フラッシュライトなど瞬間的に強い光を発する広告物の設置を控える。

○市街地のエリアの商業地や道路軸の主要な交差点では、秩序あるまち並みの形成や安全

性の確保の観点から、動画・映像広告物の設置を控える。

○屋外広告物の外観などを適正に保ち、不要となった屋外広告物は整理、撤去するなど、

適切な維持管理を行う。

広告物相互の

連携や協調

○周辺の広告物と位置や高さ、形態意匠に共通性をもたせるなど、まち並みの雰囲気を整え、

秩序ある掲出方法とする。

表　共通事項

表　種別事項
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